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書き初め 
 本校の書き初めのねらいを踏まえて指導している全学年の書き初めを拝見し、子どもたちが

緊張して字を書こうとしていました。まさに真剣勝負です。真剣勝負は終わると疲れるのですが、

よき達成感が生まれます。まさに自分のウェルビーイング。 
 伝統文化である書き初めのことについて、少しだけ確認します。書き初めとは、年に一度行わ

れる日本の正月行事で、年の初めに文字や絵をかくことを言います。新年に向けた抱負や祈願を

したためることが多く、目標や努力を表す言葉のほか、健康や幸福などを願う四字熟語を書くの

が定番となっています。一般的に、書き初めは１月２日に行われます。そして、「どんど焼き」

という行事で、門松やしめ縄といった正月飾りなどといっしょに燃やすのが習わしとなってい

るようです。 
 こういうことも子どもたちには知ってもらったうえで字を書くと、１年が幸せになりそうで

す。字は人柄や知性を表すと考える人もいますし、書を人生とする人もいます。それほど字をか

くことは魅力があるのです。 
 

【４～６学年の書き初めの様子】 

    

 

【１～３学年の様子と作品】 

   


